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ピテンシー／学修目標を組み込むべきかについ
ての検討を行っている．Ｆ班ではそれぞれの部
会員がこれまでに取り組んできた研究内容の共
有を行う形で FD のあり方を検討している．医
学教育における行動科学・社会科学は，特に，
JACME による医学教育分野別評価が始まって
から注目されるようになってきたが，超高齢社
会というわが国の現状および将来展望に鑑みる
と，医療現場で生物医学だけでは解決しない問
いに悩む機会が増えてくるだろうとも予想され、
これらの学問が今後より重要になってくる分野
であると認識している．今後，日本医学教育学
会ならではの発信内容をまとめていきたいと考
えている．
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　第 20 期のプロフェッショナリズム・行動科
学委員会の行動科学班の活動を引き継ぐ形で，
本部会の活動を開始した．行動科学・社会科学
のうち JACME（日本医学教育評価機構）の医
学教育分野別評価で重要とされている心理学・
社会学・人類学の 3 分野の研究者と，人文社会
科学およびその教育に関心を持つ医師とで部会
を構成した．
　部会の活動は，評価について検討を行う
Ａ（Assessment） 班， カ リ キ ュ ラ ム に つ い
て 検 討 を 行 う Ｃ（Curriculum） 班，Faculty 
Development（FD）について検討を行うＦ（FD）
班にわかれて行っている．Ａ班では，医学教育
における行動科学・社会科学教育の評価に関連
する文献の検索や，USMLE における行動科学
の評価法に関する分析などを進め，また，行動
科学・社会科学領域の能力を評価できる OSCE
の開発を計画している．Ｃ班では次回の医学教
育モデル・コア・カリキュラムの改訂の際に有
用となる提言をまとめるため，どのようなコン
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